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研究成果の概要（和文）：本研究では，中国の地域格差が注目される中で，政府が実施している

地域開発戦略が有効かどうか，分極効果と浸透効果の観点から計量的に明らかにしようとする

ものである。中国の 31省地域間産業連関モデルを構築し，分析した結果，中国では分極効果よ

りも浸透効果が上回るようになってきた。実際，2008年に実施された 4兆元の財政支出の効果

をシミュレートしてみても，浸透効果のために格差は縮小する可能性が高い。 
 
研究成果の概要（英文）：In this research, I made clarify whether the regional development 
strategy conducted by the Chinese government is effective or not for the regional 
disparity from the view point of polarization and spillover effect. I constructed the 
31 provinces interregional input-output model for China and the empirical result shows 
that the spillover effect is larger than the polarization effect. And based on the 
simulation analysis of four trillion yuan fiscal expenditure in 2008, regional disparity 
would become small by the spillover effect. 
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１．研究開始当初の背景 

(1) 中国の地域格差は 1990 年代に拡大を続
け，政治的にも無視できない状況になってき
ている。1996年から開始された第 9次五カ年
計画では沿海と内陸の協調発展が謳われて
いるし，1999年には江沢民前国家主席が西部
大開発を提唱した。2002年には東北振興が打

ち出され，2005年には中部崛起が開発の話題
に登るようになった。現政権の胡錦涛国家主
席は「調和のとれた社会」をスローガンに掲
げ，地域間の発展の不均衡をどうするかとい
う問題意識を前面に出している。 
 
(2) 政権が目指すように，内陸部を中心とす
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る地域開発戦略は格差是正につながるのだ
ろうか。経済格差の議論でもっとも有名な仮
説は，ウィリアムソンの逆 U 字仮説である。
経済発展の初期段階では，経済格差が拡大し，
ある程度発展が進むにしたがって，格差は縮
小するというものである。ハーシュマンの不
均衡成長理論を念頭におけば，以下のような
開発ストーリーと格差の関係が推測される。
地域開発はどこか一部の地域（経済特区や沿
海部）が極となって発生する。その極に向か
って労働や資本が周辺地域から集中するこ
とによって，極が成長を続け，周辺地域との
発展の格差が拡大する（分極効果）。極は，
集積の外部効果を満喫しながら成長をする
が，いずれは渋滞などの外部不経済，あるい
は極での独占利潤の減尐により周辺へと広
がりはじめようとする。または政府による地
域政策などにより，労働と資本が周辺地域へ
移動することにより，周辺の成長が促され，
地域格差が減尐する（浸透効果）。 
 
(3) 経済格差が縮小するかどうか，経済成長
理論の収束と拡散の概念からアプローチし
たものとして， Jian, Sachs and Warner 
(1996), Raiser (1998), Yao and Zhang 
(2001), 松野(2001)などがあげられており，
岡本(2008)と同様，条件付き収束が観察され
ている。 
 また成長の極である沿海から浸透効果が
あるのかどうかという議論では，Brun et 
al.(2002）が沿海から内陸への成長の波及は
うまくいっていないとしている。Zhang and 
Felmingham(2002）は FDI と輸出の役割から
成長の波及を検証し，機能しているという結
果を導いている。日置(2004)，岡本・日置
(2003)は産業連関の枠組みで，一定の波及効
果があるとしている。 
  
 
２．研究の目的 
(1) 西部大開発をはじめとする地域開発戦
略は，格差の縮小に有効なのだろうか？これ
が本研究の根本的な問いである。 
 
(2) とくに本研究は，中国の地域格差を縮小
させる効果としてハーシュマンの浸透効果
と分極効果に着目する。一地域の経済が発展
することによって，他地域の経済発展を促進
することができるのか，それとも実際には遅
れた地域から発展した地域へ人材や資金が
流れるだけなのだろうか。発展地域が遅れた
地域の経済を牽引する力が大きければ，浸透
効果は高く，地域格差を縮小する可能性があ
る。反対に一地域が他地域の人材や資本を吸
収してしまうと分極効果が高いことになり，
地域格差を広げてしまうことになる。 
 

(3) そこで本研究では，浸透効果と分極効果
を測定するのにもっとも適切である，地域間
産業連関モデルを構築し，西部大開発や東北
振興などの開発政策の有効性を検討する。 
 
３．研究の方法 
(1) 本研究では，地域間産業連関モデルを構
築する。地域間産業連関モデルは，地域の経
済活動を投入と産出側から明示するもので
ある。地域の産業は，自地域からあるいは他
地域から中間財や原材料を購入し，自地域の
労働と資本を使って財を生産する。そして生
産した財は，自地域の中間財として使用され
たり他地域産業の中間財としても使用され
る。あるいは最終財は自地域の家計や他地域
の家計に消費されるとともに，一部は地域外
へ輸出される。このような地域経済活動の地
域別の投入と産出を明示しているのが地域
間産業連関モデルである。 
 
(2) 地域間産業連関モデルが構築されると，
次に浸透効果と分極効果を推計する。中国の
発展地域は上海を中心とする長江デルタ地
帯，広東省を中心とする珠江デルタ地帯，そ
して首都北京周辺である。このような経済発
展地域はすべて沿海に位置している。沿海地
域の発展は内陸部へ恩恵を与えているのか，
それとも人材，資金，原材料の搾取対象とな
っているのか，これを計量的に明らかにする。 
 
(3) 内陸部の沿海地域に対する浸透効果や
分極効果も重要である。現在，西部大開発，
東北振興，中部崛起など地域開発戦略の重点
は内陸である。2008年に起こった金融危機に
対応して政府は 4兆元の財政政策を実施した。
四川大地震の対策もあって，これらの財政資
金は内陸部に投入された。沿海地域と内陸地
域の関係で，浸透効果が強いのか分極効果が
強いのかによって，財政政策の地域別効果は
大きく違ってくる。したがって，財政政策の
効果を測定し，地域格差は縮小するのかどう
か明らかにする必要がある。 
 
 
４．研究成果 
 3 年間の研究によって，得られた成果は大
きく分けて以下の 3つである。 
(1)中国地域間産業連関モデルの構築。 
(2)浸透効果，分極効果の観点による空間構
造の把握。 
(3)地域開発戦略による地域格差の可能性は
どれくらいあるか。 
 以下，それぞれの項目にわたって，研究成
果をわかりやすく報告する。 
 
(1) まず地域間産業連関モデルの推計につ
いて述べる。 



 

 

 最初に，2007年全国産業連関表と各地域の
統計データを用いて，Non-survey法による地
域間産業連関モデルを推計する方法を考え
た。問題は地域間交易をどのように推計する
かである。過去の研究によればグラビティモ
デルが主流であるが，地域間産業連関モデル
の推計ではレオンチェフ＝ストラウト型グ
ラビティモデルがもっともよく利用されて
いるものである。レオンチェフ＝ストラウト
型グラビティモデルを利用するにあたって
問題なのは，地域間の摩擦をどのように推計
するかであった。中国では鉄道 OD 表が政府
統計として公開されており，これを利用する
ことによって，地域間の財の流れを摩擦とし
て代用することが可能である。しかしこれは
鉄道のみのデータであり，地域間貨物流動の
メインは道路輸送であり，これが含まれてい
ないという問題がある。そこで実証研究を行
い，道路と鉄道の物理的距離を用いた摩擦の
推計を行うことに一定の実用性があること
を明らかにした。 
 そこで距離の減衰関数を摩擦としてみな
し，1987年，1992年，1997年，2002年，2007
年の 5時点の地域間産業連関モデルを構築す
ることに成功した。 
 
(2) 次に地域間産業連関モデルを用いて，浸
透効果と分極効果の観点から，中国の空間構
造を明らかにした。 
 上記の地域間産業連関データベースを用
いて，中国の地域開発をハーシュマンの浸透
効果と分極効果の考えを利用しながら分析
を行なった。とくにネットワーク分析におい
て，広東，江蘇，浙江，山東が中核地域であ
ることがわかり，その上内陸部においても湖
北省や四川省は中核地域として存在が増し
ていることがわかった。 
 生産波及効果や雇用波及効果においても
中核地域から周辺地域への浸透効果は分極
効果は上回っており，生産と雇用の面で地域
間格差の縮小が観察された。付加価値の仮想
交易についての推計では，世界システム論の
ウォーラーステインが指摘するような周辺
地域から中核地域への付加価値移転が見ら
れるが，時系列でみてみるとその移転量は減
尐している。ここから，中国の地域開発政策
は地域格差縮小に貢献していることがわか
ったのである。 
 
(3) 最後に，4 兆元の財政支出を事例に地域
開発戦略が格差縮小に有効かどうかを明ら
かにした。 
 金融危機に対する中国政府の政策を評価
するために，地域間産業連関モデルを利用し
て，シミュレーション分析を行なった。 
 2008年の四川大地震に対する復興費が4兆
元のうち 25%計上されていることもあって，

西南地域で 394億ドルの生産増加につながる
結果となった。華中でも 276億ドル，華東と
華南は 200億ドル強の生産増加となった。総
じて内陸地域の生産増加をもたらしている
と言える。直接的影響と他地域を経由する間
接的影響を分けてみると，西南地域は 9割以
上が直接的影響である。他地域経由の間接的
生産増加は，大きい順から，華中，華北，華
南，韓国・台湾，日本となっている。中国の
他地域経由の生産増加分は各地域ともに全
体の 20%～25%程度である。つまり内需拡大の
財政支出は西南地域に大きく現れた後，各地
域に満遍なく効果が波及していく様子を示
している。 
金融危機による負の影響と政策効果によ

る正の影響を比べると，華南地域以外で V字
回復を成し遂げることが示される。華南地域
は輸出主導型の構造であるため，内需を受け
取る生産ネットワークが外需のそれと比べ
て脆弱であるといえるだろう。この意味で華
南という中核地域は中国の他地域を「周辺」
としつつも，「海外」である他のアジア地域
とも強く結びついていた。その結果，華南は
金融危機の影響で成長は失速した。 
 結局，4 兆元の財政支出をはじめてとする
中国の内陸開発戦略は，内陸部の経済成長を
促す効果をもち，かつ沿海-内陸間の浸透効
果も上昇しているため，地域格差は縮小に向
かうことが示唆される。 
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